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No.852666
日
本
遺
産
認
定

「
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足
袋
蔵
の
ま
ち
行
田
」

県
内
初

「
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足
袋
蔵
の
ま
ち
行
田
」

「
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足
袋
蔵
の
ま
ち
行
田
」

祝
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工藤正司市長

日
本
遺
産（Japan H

eritage

）と
は

文
化
庁
に
よ
っ
て
平
成
27
年
度
に
創
設
さ
れ
た
新

し
い
文
化
財
制
度
で
、
地
域
に
点
在
す
る
史
跡
・
伝

統
芸
能
な
ど
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
「
日
本
遺
産
（Japan Heritage

）」
に

認
定
す
る
も
の
で
す
。
歴
史
的
魅
力
に
溢
れ
た
文
化

財
群
を
地
域
主
体
で
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
世

界
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

認
定
の
17
件
を
含
め
て
54
件
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

忍お
し

城じ
ょ
うの

城
下
町
行
田
の
裏
通
り
を
歩
く
と
、
時
折

ミ
シ
ン
の
音
が
響
き
、
土
蔵
、
石
蔵
、
モ
ル
タ
ル
蔵

な
ど
多
彩
な
足
袋
の
倉
庫
「
足
袋
蔵
」
が
姿
を
現
し

ま
す
。
行
田
足
袋
の
始
ま
り
は
約
３
０
０
年
前
。
武

士
の
妻
た
ち
の
内
職
で
あ
っ
た
行
田
足
袋
は
、
や
が

て
名
産
品
と
し
て
広
く
知
れ
渡
り
、
最
盛
期
に
は
全

国
の
約
８
割
の
足
袋
を
生
産
す
る
ま
で
に
発
展
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
明
治
時
代
後
半
か
ら
足
袋
蔵

が
次
々
と
建
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
も
日
本
一

の
足
袋
産
地
と
し
て
和
装
文
化
の
足
元
を
支
え
続
け

る
行
田
に
は
、
多
く
の
足
袋
蔵
等
歴
史
的
建
築
物
が

残
り
、
趣
き
の
あ
る
景
観
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

構
成
資
産

本
市
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
資
産
（
文

化
財
）
は
39
件
で
、
内
訳
は
史
跡
4
件
（
国
指
定

1
・
県
指
定
2
・
市
指
定
1
）、
有
形
文
化
財
3
件

（
未
指
定
3
）、
建
造
物
26
件
（
市
指
定
2
・
国
登
録

5
・
未
指
定
19
、
総
棟
数
56
棟
）、
有
形
民
俗
文
化

財
2
件
（
国
登
録
1
・
未
指
定
1
）、
無
形
民
俗
文

化
財
4
件
（
未
指
定
4
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
日
本
遺
産
認
定
を
機
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
さ
と
行
田
に
対
す
る
誇

り
と
愛
着
を
よ
り
深
く
育
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
様
々
な
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
行

田
の
魅
力
を
国
内
外
に
力
強
く
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

念
願
の
日
本
遺
産
認
定
は
大
変
名
誉
な
こ

と
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
は
、
本
市
の
特
色
や
歴
史
的

魅
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
現
在
、
本
市
が
進
め
て
い
る
歴
史
的
街

路
や
街
並
み
景
観
の
整
備
な
ど
、
歴
史
資
産

等
を
保
存
・
活
用
し
た
取
り
組
み
と
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
4
月
28
日
、
平
成
29
年
度
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
自
治
体
の
代
表
者
が
参
加
し
、
文
部
科

学
省
で
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

市
か
ら
は
工
藤
市
長
が
出
席
。
松
野
文
部
科
学

大
臣
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
認
定
は
、
本
市
の
歴
史
・
文
化
遺
産
、

市
民
や
関
係
者
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
有
利
な
財
源
を
活
用
し
な
が

ら
着
実
に
続
け
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
が
総
合
的

に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
県
内
初
と
な
る
日
本
遺
産
認
定
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」が、
県内初の日本遺産に認定!!

これまでのまちづくりが高く評価されました!

日本遺産
J a p a n  H e r i t a g e

祝

熟練の技術が求められる「つま縫い」の作業

行田のシンボル「忍城」

ノコギリ屋根の工場（㈱イサミコーポレーション）

「忠次郎蔵」のある蓮華寺通り

日
本
遺
産
認
定
に
あ
た
っ
て
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ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

足
袋
蔵
な
ど
の
貴
重
な
歴
史
的
建
築
物
の
保

存
と
活
用
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ら
建
築
物
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
が
改
修
し
、
公
共
性

の
あ
る
活
用
を
行
う
事
業
に
対
し
て
、
最
大

2
千
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
財
源
に
は
、
国
の
外
郭
団
体
か
ら
の
補
助

金
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
な
ど
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
実
績
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
日
本
遺

産
の
構
成
資
産
で
あ
る
行
田
地
区
の
牧
野
本

店
を
、
女
性
の
起
業
家
支
援
施
設
と
し
て
再

活
用
す
る
事
業
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

し
た
。

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
資
料
整
備
事
業

平
成
28
年
度
か
ら
国
の
民
俗
文
化
財
伝
承
・

活
用
等
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
日
本
遺

産
の
構
成
資
産
で
あ
る
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
国

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
「
行
田
の
足
袋
製
造
用

具
及
び
製
品
」
な
ど
の
資
料
の
整
理
と
詳
細
な

調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

行
田
足
袋
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
果

を
報
告
書
と
し
て
刊
行
す
る
と
と
も
に
郷
土
博

物
館
の
展
示
等
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

オ
ー
ル
行
田
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

今
後
、
5
月
30
日
に
発
足
し
た
日
本
遺
産
推

進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
国
内
外
に
向
け
た

本
市
の
魅
力
発
信
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
に
対
し
文
化
庁
か
ら
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
や
補
助
金
の
交
付
な
ど
、
多

方
面
で
の
支
援
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
を
機
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
事
業
者
な
ど
オ
ー
ル
行
田

で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
郷
土
愛
と
誇
り

を
育
み
な
が
ら
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護

担
当
（
内
線
5
3
2
1・5
3
2
0
）

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
評
価
さ
れ
、
認
定
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
も
、
各
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
有
利
な

財
源
を
最
大
限
に
活
用
。
限
ら
れ
た
予
算
の

中
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
日
本
遺
産
認
定
へ
と
つ
な
が
っ

た
、
現
在
本
市
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い

る
〝古
い
も
の
（
歴
史
・
文
化
・
文
化
財
）
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
文
化
を
生
み
出

す
〞
行
田
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

旧
忍
町
信
用
組
合
店
舗
の
移
築・改
修

市
が
寄
付
を
受
け
た
市
指
定
文
化
財
で
日
本

遺
産
の
構
成
資
産
で
も
あ
る
行
田
地
区
の
旧
忍

町
信
用
組
合
店
舗
。
行
田
の
足
袋
産
業
を
支
え

た
木
造
洋
風
銀
行
店
舗
で
あ
る
こ
の
建
物
を
、

国
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て
水
城
公
園
東
側
園
地
に
移
築
し
、
改
修
・

復
原
を
行
う
た
め
の
事
業
を
平
成
28
年
度
末
か

ら
進
め
て
い
ま
す
。

歴
史
的
建
築
物
の
魅
力
を
生
か
す
と
と
も

に
、
市
民
が
交
流
で
き
る
カ
フ
ェ
と
し
て
整

備
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ

い
創
出
を
図
り
ま
す
。

「
足
袋
の
ま
ち
行
田
」

 

活
性
化
推
進
協
議
会
の
活
動

平
成
28
年
度
に
市
、
商
工
会
議
所
、
市
内
の

足
袋
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
集
ま
り
、
国
の
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
「
足
袋
の
ま
ち
行

田
」
活
性
化
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
足
袋

の
販
路
拡
大
、
新
商
品
の
開
発
、「
足
袋
の
ま

ち
行
田
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
足
袋
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、
足
袋
コ
レ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
足
袋
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
推
進
母

体
と
し
て
、
協
議
会
の
活
動
の
展
開
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
遺
産
認
定
は
、
先
人
た
ち
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
本
市
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化

遺
産
の
価
値
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
貴
重
な
歴
史
・

文
化
遺
産
を
保
存
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
き
た
本
市
と
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
ま

行
田
ら
し
い
ま
ち
並
み
づ
く
り
と

 

賑に
ぎ

わ
い
創
出
事
業

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
の
助
成
を
受
け
て
整

備
さ
れ
た
牧
野
本
店
が
面
す
る
北
谷
通
り
な
ど
、

行
田
市
駅
周
辺
の
歴
史
的
街
路
や
ま
ち
並
み
景

観
の
整
備
を
、
平
成
27
年
度
か
ら
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
、
地
域
に
点

在
す
る
足
袋
蔵
な
ど
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
生

か
し
た
良
好
な
ま
ち
並
み
景
観
が
整
備
さ
れ
、

そ
こ
に
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実
際
、
歴
史
的
街
路
の
整
備
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、

こ
の
地
域
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

〝
古
い
も
の
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
〞行
田
の
ま
ち
づ
く
り

移築前の「旧忍町信用組合店舗」にぎわいが生まれつつある「北谷通り」

改修され活用されている「牧禎舎」

かつての足袋工場をそのまま
活用している「足袋とくらしの博物館」

今
回
、
行
田
の
足
袋
蔵
を
含
む
文
化
財

な
ど
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
こ
と
は
と

て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
観

光
に
生
か
さ
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
結

び
つ
い
て
ほ
し
い
で
す
。
れ
ん
が
造
り
の

蔵
（
大
澤
蔵
）
を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
遺
産
の
認
定
は
、
私
た
ち
が
こ
れ

ま
で
続
け
て
き
た
蔵
を
活
用
す
る
と
い
う

活
動
が
実
を
結
ん
だ
よ
う
で
と
て
も
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
で
認
定
を
知

り
、
お
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
客
さ
ん

も
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
当
時
の
生
活

の
面
影
を
残
す
落
ち
着
き
の
あ
る
ま
ち
並

み
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

IN
T
E
R
V
IE
WNPO法人忠次郎蔵

山﨑　眞さん
（長野）

大澤みどりさん
（行田）
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春
の
叙
勲

　
こ
の
ほ
ど
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行

田
市
か
ら
は
山
里
洋
介
氏
が
瑞
宝
小
綬
章
、
斎
藤
哲
男

氏
が
旭
日
双
光
章
、
長
谷
川
篤
男
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て

小
原
富
彌
氏
、吉
橋
護
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
輝
き
ま
し
た
。

斎藤　哲男 氏

  

旭
日
双
光
章

（78歳・若小玉）
元行田市議

山里　洋介 氏
  

瑞
宝
小
綬
章

（71歳・門井町）
元陸自化学学校長

吉橋　護 氏
  

瑞
宝
双
光
章

（71歳・谷郷）
元県警視

小原　富彌 氏

  

瑞
宝
双
光
章

（71歳・持田）
元警視正

長谷川篤男 氏

  

瑞
宝
単
光
章

（73歳・北河原）
元行田市消防団分団長

Jアラート(防災行政無線)の放送があった場合は
直ちに避難してください

　このたび、国により、北朝鮮から弾道ミサイルが発射された場合のJアラート（防災行政無線）の放送内容
が変更されました。
　Jアラートはこれまで、第1報でミサイル発射情報だけを放送し、その後、国内に落下する可能性がある場合に、
屋内への避難を呼び掛けることとしていました。しかし弾道ミサイルは、発射から日本国内に到達するまで極
めて短時間で飛来することが予想されます。そのため、今後は避難する時間を確保することを目的に、第1報
でミサイル発射情報と同時に頑丈な建物や地下に避難を呼び掛けることとなります。
　この放送があった場合は、落ち着いて直ちに避難してください。

　詳細は、国民保護ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）
を参照してください。なお、今後変更があった場合は、随時お知らせします。
▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

変更前

変更後

「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。先ほど、北朝鮮からミサイルが発射された模様です。
 続報が入り次第お知らせします」 

「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミサイルが発射された模様です。頑丈な建物や
 地下に避難してください」 

スマートフォンで
二次元バーコード
を読み取り、ご覧
ください。

６月１日から市役所の
　　　　組織が変わりました

商工観光課
　産業振興担当
　観光担当

商工観光課
　商工振興担当
　観光担当

産業拠点推進室
　産業拠点推進担当

教育総務課
　総務担当
　財務施設担当

教育総務課
　総務担当
　財務施設担当
　学校適正配置担当

　5月19日に消防本部で消防協力者の表彰が
行われ、高橋良

よしたか
岳さん一家4人（桜町）に杉山

消防長から感謝状と記念品が贈られました。
　高橋さんは4月27日午後11時ごろ、飼い犬の
異常な鳴き声で外に出たところ｢助けてくださ
い｣ という人の声に気付き玉野用水路内にいた
男性を発見、通報するとともに家族の協力のもと
救出し、救急車到着まで安全確保に努めました。
　的確な判断と迅速な対応で危険を顧みず男性
を救助したことは、賞賛に値するものであるこ
とから感謝状が贈られました。
▶問い合わせ　消防本部総務課☎550―2119

　社会情勢の変化に伴う新たな行政需要や重要課題に適切
に対応するとともに、効率的かつ効果的に事業の推進を図
るため、市役所の組織を一部変更しました。

室の新設、担当名の変更（環境経済部内）　

担当の新設（教育委員会）

▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線311）

▶ 日時　7月27日㈭・28日㈮午前9時～午後5時
　（2日間）
▶場所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶ 内容　甲種防火管理者の資格を取得するため
の講習
▶定員　50人（先着順）　
▶受講料　4,000円（教材費など）　
▶ 申し込み　6月26日㈪～ 30日㈮に印鑑、受
講料、写真（縦3センチメートル×横2.5セン
チメートルで3カ月以内に撮影したもの）1枚
を消防本部予防課へ持参してください。
▶問い合わせ　同課☎550―2121

　消防法では、建物全体の収容人員が300人以
上の特定防火対象物で防火管理者に選任されて
いる場合には、直近の防火管理講習を修了した
日以降における最初の4月1日から5年以内ご
とに再講習を受講する必要があります。
▶日時　7月26日㈬午後1時30分～ 4時30分
▶場所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶定員　50人（先着順）　
▶受講料　3,500円（教材費など）
▶ 申し込み　6月26日㈪～ 30日㈮に印鑑、受
講料、写真（縦3センチメートル×横2.5セ
ンチメートルで3カ月以内に撮影したもの）
1枚を消防本部予防課へ持参してください。
▶問い合わせ　同課☎550―2121

消防協力者に感謝状を贈呈

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理再講習

ご参加ください「市政懇談会」
　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させるため、
市政全般についての意見交換を行う「市政懇談会」を開
催します。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますので、ぜひご参
加ください。
▶開催日時・場所　
　 【長野】7月6日㈭午後7時～ 8時30分・長野公民館
▶対象　該当地区に住んでいる方
▶ その他　申し込みは不要です。直接会場にお越しくだ
さい。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）
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4．緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信について
　国土交通省では、「水防災意識社会再構築ビジョン」のもと、住民の主体的な避難を促進するため、5月1日から、荒川に関し（埼
玉県域）、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール（注1）」を活用した洪水情報（注2）のプッシュ型配信を開始しました。
　※利根川に関するプッシュ型配信の開始時期は、現在のところ未定です。

注1： 緊急速報メールとは
　　　事前の登録が不要で、配信時に特定のエリアにいる方の携帯電話に対して、回線混雑の影響を受けずに配信されるものです。
注2：洪水情報とは
　　　河川が氾濫する恐れがあることや、氾濫が発生したことをお知らせするものです。

5．避難情報の発令（主に利根川と荒川での増水時）
　防災行政無線や安全・安心情報メール、緊急速報メールなどで避難情報を発信しますので早めの行動をお願いします。

※安全・安心情報メールの登録方法は、市ホームページをご確認ください。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）または管理課管理担当（内線5703）

水位

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

堤　防
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1．事前の準備と心構え
　① テレビやラジオ、防災関係機関からの気象情報に注意し、情報
収集に努めましょう。

　②停電に備え懐中電灯や携帯ラジオの確認をしておきましょう。
　③非常持ち出し品の確認をしておきましょう。
　④浸水に備えて家財道具は、安全な場所に移動しておきましょう。
　⑤ 市発行の洪水ハザードマップで、自宅や職場が洪水時にどれく
らい浸水するか確認しておきましょう。

　⑥ 市発行の防災ガイドブックなどで、指定緊急避難場所や指定避
難所を確認し、災害発生時に自分はどこへ避難すればよいか、また、安全に避難できる経路を確
認しておきましょう。

　※洪水ハザードマップおよび避難場所は市ホームページで確認できます。
　　また、各ハザードマップは、防災安全課および各公民館で配布しています。

2．風水害が発生し避難するときは
　①市やテレビ・ラジオからの避難情報を正確に把握しましょう。
　②家族と連絡を取り合いましょう（災害時伝言ダイヤル「171」が有効です）。
　③非常持ち出し品を用意しましょう。
　④避難所へ避難するか、建物内で避難するかを判断しましょう。
　⑤避難所へ避難する場合
　　・電気のブレーカーを切りガスの元栓を締めましょう。
　　・家族や親戚、知人に避難することを連絡しましょう。
　　・近所の人に声を掛けましょう。
　　・ 特別な場合を除き、徒歩で避難しましょう。車での避難は、立ち往生したり、緊急車両の妨げ

になったりする場合があります。
　　・ひもで締められる運動靴で避難しましょう。長靴では、水が入り込み歩行できなくなります。
　　・ つえや傘を持って足元を確認しながら避難しましょう。冠水した道はマンホールのふたがとれ

ていたり、側溝が見えずに転落したりする場合があるので注意が必要です。
　　・近道より安全な道で避難しましょう。
　⑥建物内で避難する場合（夜間や激しい風雨などで避難所まで避難ができないとき）
　　・自宅や近隣の頑丈な建物に避難しましょう。
　　・シャッターや雨戸を閉めましょう。
　　・浸水している場合は、2階以上に避難しましょう。
　　・ 突風や激しい風の場合は、窓ガラスが割れる恐れがあるため、カーテンを閉めて、窓の少ない

部屋に避難しましょう。

3．台風の大きさと強さなど
　気象庁は台風のおおよその勢力を示す目安として、下表のように風速（10分間平均）をもとに台風の
「大きさ」と「強さ」を表現します。「大きさ」は強風域（風速15m/s以上の風が吹いているか、吹く可能
性がある範囲）の半径で、「強さ」は最大風速で区分しています。さらに、風速25m/s以上の風が吹い
ているか、吹く可能性がある範囲を暴風域と呼びます。

　台風に関する情報の中では台風の大きさと強さを組み合わせて、「大型で強い台風」のように呼びま
す。ただし、強風域の半径が500km未満の場合には大きさを表現せず、最大風速が33m/s未満の
場合には強さを表現しません。例えば「強い台風」と発表している場合、その台風は、強風域の半径が
500km未満で、中心付近の最大風速は33～ 43m/sで暴風域を伴っていることを表します。なお、台
風情報では暴風域を円形で示します。この円内は暴風がいつ吹いてもおかしくない範囲です。
出典：国土交通省気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/1-3.html）

台風4号の影響で冠水した水城公園
(昭和41年6月)

階級 最大風速
強い 33m/s(64ノット)以上～

44m/s(85ノット)未満
非常に強い 44m/s(85ノット)以上～

54m/s(105ノット)未満
猛烈な 54m/s(105ノット)以上

区分 発令状況 必要な行動
避難指示
（緊急）

災害発生時および人的被害発生
の危険性が非常に高い時

命を守る最低限の行動
避難完了

避難勧告 災害発生の可能性が明らかに高
まった時 避難開始

避難準備・
高齢者等避難開始 災害発生の可能性が高まった時　　　　　

避難準備
避難行動に時間を要する方は避
難開始

階級 風速15m/s以上の半径
大型(大きい) 500km以上～ 800km未満
超大型
(非常に大きい) 800km以上

大型、超大型の台風それぞれの大きさは、日本列島の大きさと
比較すると右図のようになります。

メール・FAX等 テレビ・防災行政無線・
インターネット等河川管理者（国）

・気 象 庁
洪水予報作成・発表

洪水情報 緊急速報メール

関係市町村
報道機関等

住民
携帯電話会社

（NTTドコモ、KDDI、沖縄セルラー、
 ソフトバンク（ワイモバイル含））

従来

追加

従来

追加

出典：国土交通省関東地方整備局ホームページ（http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/river_00000308.html）

夏の熱中症予防推進大会夏休み期間の学童保育室
補助員を募集します ▶ 日時　6月16日㈮午後2時～ 4時（午後1時30分から受

け付け）
▶場所　「みらい」文化ホール
▶ 内容　
　【第1部】
　・熱中症予防対策宣言
　・熱中症おたすけ隊委嘱式
　・救急隊が教える熱中症予防と応急手当
　【第2部】
　・ 夏のけんこう気象セミナー
　　 平井史生さん（気象予報士、日本テレビ気象アドバイ
ザー）による講演「気象を知って熱中症予防対策」

　・ 竹下浩一さん（大塚製薬株式会社）による講演「大塚製薬
からの熱中症対策の最新情報」

▶参加費　無料
▶協賛　大塚製薬株式会社
▶ その他　申し込み不要（先着順、直接会場へお越しくださ
い）
▶問い合わせ　保健センター☎553―0053

▶期間　7月21日㈮～8月31日㈭
▶ 勤務時間　午前7時30分～午後7時（シフ
ト制による6時間程度の勤務）
▶ 内容　市内学童保育室における児童の保
育、放課後児童支援員の補助
▶募集要件　
　・ 保育士、教諭を目指している学生（高校生
不可）

　・ 59歳までの方で、保育士、教諭（幼稚園・
小学校・中学校）などの免許をお持ちの
方または子育て経験者

▶募集人員　12人
▶賃金　時給920円
▶ 申し込み　電話連絡の上、7月4日㈫まで
に行田市社会福祉協議会へ履歴書（写真貼
付）を持参してください。
▶問い合わせ　同協議会☎557―5400

強さの階級分け 大きさの階級分け

平井 史生さん
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回 日　　時 内　　容 場　　所 講　　師

１ 7月10日㈪
午後2時～4時

・開講式、オリエンテーション
・講座「熱中症予防について！」
・行田の健康状況と今後の講座について
※けんこう大学・大学院合同

商工センター401研修室 大塚製薬株式会社

2 7月25日㈫
午前10時～正午

・【運動実習】基本を学ぶ！ラジオ体操講習会
・ 【仲間づくり】これから共に学ぶ仲間です。お互いを知りま
しょう。

総合体育館サブアリーナ ラジオ体操指導士

3
★

8月8日㈫・9日㈬・
10日㈭
午前10時～正午

・【体力測定会】あなたの体力年齢調べます！
　～自分に合った運動が見つかるよ！～
　※けんこう大学・大学院合同

総合体育館メインアリー
ナ 県民健康福祉村

4
★

8月22日㈫・23日㈬・
24日㈭
午前10時～正午

・ 【結果説明・運動実習】
　体力測定会の結果説明とワンポイント運動講座
・お口のアンケート
　※けんこう大学・大学院合同

保健センター 県民健康福祉村

5 9月5日㈫
午後2時～4時

・【講話】今こそチャンス！知って得する！お口の話
　～お口のアンケートの結果説明～ 商工センター403研修室 歯科衛生士

6
★

9月15日㈮・20日㈬
午前8時30分
※バスで日帰り

【 体験実習】森林セラピー体験ツアーin上野村
「上野村の豊かな自然を満喫します！」
自己負担金3,500円（保険料・昼食代・温泉入浴料含む）

群馬県上野村 森林セラピーガイド

7 10月3日㈫
午後2時～4時

【 運動実習】足裏刺激で☆ほっぷ・すてっぷ・素足ウォーキ
ング！ 総合体育館柔道場 Wasedaウエルネス

ネットワーク

8 10月中
午後2時～4時

公開講座
【講演会】カラダの痛みとの上手な付き合い方！(仮)
※けんこう大学・大学院合同

商工センターホール ファイザー株式会社

9
★

11月6日㈪・7日㈫
午後1時30分～4時30分

【普通救命講習】（3時間）
「 少しの勇気で！救える命」AEDの使い方や心肺蘇生法など
の講習

（受講者には普通救命講習修了証を授与）

消防本部 救急救命士

10 11月22日㈬
午後2時～4時

公開講座
【講演会】きもちリフレッシュ講演会
※けんこう大学・大学院合同

商工センター401研修室

11
★

12月5日㈫・6日㈬
午前10時～正午

【 講話・実習】行田産青大豆を使って！Ｂ級グルメ！ゼリ－
フライを作ってみよう VIVAぎょうだ調理室 管理栄養士

12 平成30年1月中
午後2時～4時

公開講座
【 講演会】健康長寿のための肺活術！(仮)
　※けんこう大学・大学院合同

商工センターホール ファイザー株式会社

13 1月31日㈬
午後2時～4時

【 講話】もう一度学んだことを復習してみましょう。あなた
も健康長寿サポーター！ 商工センター401研修室 保健師、管理栄養士

2月14日㈬
午後2時～3時30分

修了式
※けんこう大学・大学院合同 商工センター401研修室

第６
期生

大募
集

～こころとカラダのポジティブチェンジ！～
　市民けんこう大学は、市民のみなさんが健康づくりを継続的に楽しく取り組むことを目的としてスタートしました。
　今年度は、一年を通して「運動」「栄養」「休養」などの幅広い健康知識を深め、今までの生活習慣を、よりよい方
向へと変えていくことを目標にしています。あなたも一緒に「健康マイスター」を目指しませんか。

（★は、それぞれの日程から１つを選択して受講する講座）
・修了式を除く全13講座から自由に講座を選択してください。
・9講座以上受講された方を「行田市健康マイスター」として認定します。
・日時や内容などは変更になる場合があります。

▶定員　50人（応募者多数の場合は抽選）
▶対象　 市内在住の方（今までに受講した方は対象になりません）で、9講座以上

受講でき「健康マイスター」を目指せる方
▶費用　無料（一部自己負担あり）
▶申し込み・問い合わせ　6月23日㈮までに電話で保健センター☎553―0053

身体測定＆からだバランス体験講座
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

▶対象　市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限を受けていない方
▶参加費　無料
▶その他　一施設につき一度のみ利用となります。講座内容は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶内容に関する問い合わせ　当該施設　
▶記事に関する問い合わせ　保健センター☎553―0053

　フィットネスクラブの協力により開催される「身体測定＆からだバランス体験講座」です。体組成計を使っ
て体力年齢などを測定したり、健康づくりや体力づくりのためのポイントを教わったりすることができます。
フィットネスクラブ一覧
施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田

所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56

申し込み 6月17日㈯の午前10時から直接または電話で当該
施設☎553―1666

6月15日㈭の午前10時から直接または電話で当該施設☎555
―3541

日　　時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参加
できます

【7月開催分】
①7月1日㈯午後7時～7時50分
②7月2日㈰午後1時30分～2時20分
③7月5日㈬午前10時10分～11時
④7月6日㈭午後1時30分～2時20分

【8月開催分】
①8月2日㈬午前10時10分～11時
②8月3日㈭午後1時30分～2時20分
③8月5日㈯午後7時～7時50分
④8月6日㈰午後1時30分～2時20分

次のA～Cの講座の中から希望する講座を選択

【6月開催分】
講座B：6月24日㈯午後1時45分～2時15分
講座A：6月26日㈪午前11時45分～午後0時15分
講座C：6月27日㈫午前11時45分～午後0時40 分

【7月開催分】
講座A：7月3日㈪午前11時45分～午後0時15分
講座C：7月4日㈫午前11時45分～午後0時40分
講座B：7月8日㈯午後1時45分～2時15分

講座内容
1日目：からだ測定、施設利用
2日目および3日目： 軽運動、筋力アップ、
　　　　　　　　　ヨガ、プールなど

講座A「ヨガ45」
　・ポーズと呼吸法で心身をリラックス
講座B「ボディバランス３０」
　・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座C「ステップアップ・ロコモフィット」（シニア向け）
　・足腰トレーニングや生活習慣病予防

定　　員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで

　市では、積極的に健診（検診）を受けた方に、1,000円の行田商店共通商品券をプレゼントする事業を始め
ました。商品券を利用して、心と体をリフレッシュしましょう。
▶健診(検診)期間　平成30年2月28日㈬まで
▶対象　次の条件に全て該当する方
　　　　・市内在住で20歳以上の方（平成30年3月31日現在）
　　　　・ 特定健診または後期高齢者健診、人間ドック、職場の健診、その他特定健診の内容と同じ健診いず

れかを受診した方
　　　　・がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺）、脳ドック、歯科健診など3つ以上の検診を受診した方
▶商品券を受け取るまでの流れ　

▶ 申請　7月1日㈯～平成30年3月9日㈮に保健センター☎553―0053または保険年金課国保担当、医療担
当（内線271・272・226）

▶ 問い合わせ　同センター☎553―0053

健康づくりチャレンジポイント事業に参加しよう
～健康チェックで金運上昇～

保健センターや保険年金課で健診
（検診）結果を見てもらう
※保険証、健診(検診)結果を持参　
してください

健康チェックのため、
健診(検診)を受ける

1,000円の行田商店
共通商品券を受け取る
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　これから蚊が発生する季節を迎えます。蚊自体は病原体を保有していませんが、ウイルスなどの病原体に感
染した人や動物の血を吸った蚊に刺されることで、さまざまな感染症にかかる恐れがあります。
　蚊が媒介する感染症にかからないためには、住民一人一人が、感染症の流行地域で蚊に刺されない、住まい
の周囲に蚊を増やさない対策をすることが重要です。

感染症流行地域では蚊に刺されないようにしましょう
・ 海外へ渡航する際には、渡航前に現地での流行状況を把握しましょう。もし蚊を媒介とする感染症の流行地
域へ渡航する場合には、蚊に刺されないように万全な対策をしましょう。

・ 屋外の蚊が多くいる場所で活動する場合は、できるだけ肌を露出せず、虫よけ剤を使用するなど、蚊に刺さ
れない対策をしましょう。

住まいの周囲に蚊を増やさないようにしましょう
・ 蚊は、植木鉢の受け皿や屋外に放置された空き缶にたまった雨水など、小さな水たまりで発生するので、日
頃から住まいの周囲の水たまりを無くすように心掛けましょう。

※蚊の活動はおおむね10月下旬ごろで終息します。これらの対策は10月下旬ごろまでを目安に行いましょう。

▶問い合わせ　保健センター☎ 553―0053

　市では、国民健康保険に加入されている方で、特定健康診査の結果や医療機関受診状況（レセプトデータ）
などから糖尿病が重症化するリスクが高い方を対象に、人工透析への移行を防ぐため、糖尿病性腎症重症化予
防プログラムに基づいた生活習慣病重症化予防事業を実施します。
　糖尿病は、心筋梗塞や脳卒中のリスクを高め、腎症、網膜症、神経障害などの合併症を起こすと日常生活に
大きな影響を及ぼします。特に糖尿病性腎症は、人工透析が必要となる最も大きな原因となっています。人工
透析では、週 2、3回の通院が必要となり、医療費も高額になります。
　対象者には案内を送付しますので、ぜひご活用ください。
※ 糖尿病性腎症とは、糖尿病の合併症の一つで高血糖状態が続くことにより、腎臓の機能が損なわれ、血液中
の老廃物を尿として排出できなくなり、最終的には腎不全となる危険な病気です。

▶対象　行田市国民健康保険に加入している方
▶事業内容　
　①保健指導プログラム
　　 糖尿病で治療中の方を対象に、食事や運動など、生活習慣を改善するため「生活習慣改善支援プログラム」

の案内を6月に送付します。かかりつけ医と相談の上、ご参加ください。
　②受診のご案内
　　 糖尿病の治療が必要な方や治療を中断されている方を対象に、医療機関への受診案内を6月から7月にかけ

て送付します。案内が届いた方は、医療機関へ受診をお願いします。
　③保健指導継続プログラム
　　平成 28年度に本事業の保健指導プログラムを修了された方を対象に、引き続き保健指導を実施します。

　なお、本事業は埼玉県と埼玉県国民健康保険団体連合会の共同事業であり、株式会社NTTデータ、株式会社
NTTソルコなどに委託し実施します。委託先の保健師などから電話で連絡する場合もありますのでご了承くだ
さい。
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線 271・272・273）

蚊を介する感染症の予防対策
～感染症流行地域へ渡航する場合には万全な対策を～

糖尿病性腎症重症化予防プログラムに基づいた
「生活習慣病重症化予防事業」が始まります

国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査が始まります
　特定健康診査とは、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を早期に発見し、生活習慣病の発症や重症化を
予防するための健診です。定期的な健康チェックによって、本人も周りの方も安心できます。また、定期的な健診を
受けずに病気の発見が遅くなってしまうと、将来多額の医療費が掛かることがありますので、医療費の削減にもつな
がります。

実施期間：6月 1日㈭～平成 30年 2月 28日㈬
※ 対象の方には、5月下旬に受診券を送付してありますので、詳細は同封の受診券「健康診査のご案内」をご覧ください。

健診名 対象 自己負担額

国民健康保険特定健康診査
平成29年4月1日までに、国民健
康保険の加入手続きをされた方で、
40～74歳の方

【70歳以上の方】無料
【70歳未満の方】500円
※ 市・県民税非課税世帯の方は、事前に申請
することにより費用は免除になりますので、
受診前に被保険者証と受診券を持参の上、
保険年金課に申し出てください。

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療保険に加入している方 無料

▶その他　
・ 特定健康診査・後期高齢者健康診査と市の助成を受ける人間ドック（併診ドック）の両方を受診することはできません。
・ 今年度内に 75歳になる方は、特定健康診査は 75歳の誕生日の前日までしか受診できません。75歳の誕生日以降
は後期高齢者健康診査を受診してください。

①特定健康診査を受診される方へ 
　 　10月までに受診をされた方のうち、今年度特定健康診査を初めて受診された方の中から 10人、3年間以上連続
して受診された方の中から 10人、合計 20人に抽選で行田市内共通商品券 5,000 円分をプレゼントします（期間
内に受診された方は、自動的にエントリーされます）。なお、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていた
だきます（3月ごろ発送予定）。

②職場健診などを受診される方へ
　 　国民健康保険に加入している方で、受診結果を提供していただいた方に粗品を差し上げます（ただし、市の特定健
康診査と同じ検査項目を全て含んでいるものに限ります）。また、市の補助を受けた人間ドックの受診結果は除きます。

　1月 1日から、セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）が創設されたことに伴い、一定の取り組み（特
定健康診査や人間ドックなどの助成）を受けた証明書が必要な方は同課まで事前に問い合わせください。
▶問い合わせ　【特定健康診査について】同課国保担当（内線 271・272・273）
　　　　　　　【後期高齢者健康診査について】同課医療担当（内線 226）

職場健診などを受診した方へうれしいお知らせ

セルフメディケーション税制とは

　フードドライブとは、家庭で余っている食品などを寄
贈してもらい、生活に困窮している方や福祉施設、フー
ドバンクなどに無償で提供する活動です。1人につき 1
～ 2品程度のご協力をお願いします。
▶期間　6 月 15日㈭～ 21日㈬
▶受付時間　午前 9時～午後 4時
▶受付場所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶ 対象となる品物　常温保存可能で、賞味期限が 3カ月
以上あるもの
　【例】 米、パスタ、乾物（のり、豆、かつお節など）、

保存食品（缶詰、瓶詰など）、ドライ食品、イン
スタント食品、レトルト食品、ギフトパック（贈
答品の余剰品など）、調味料、油、飲料など

▶共催　フードバンク北関東
▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎ 557―5400

フードドライブを実施します

▶期間　6 月 15日㈭～ 7月 31日㈪（土・日曜日、祝日を除く）
▶場所　加須保健所（加須市南町 5―15）
▶ 対象　現在受給者証をお持ちで引き続き治療が必要な 20歳未
満の方の保護者
▶ 持ち物　申請書、医療意見書、健康保険証の写し、受診者の加
入する公的医療保険（健康保険）の被保険者の市町村・県民税
課税（非課税）証明書など
　※ お持ちの受給者証に記載の住所地を管轄する保健所から申請
に必要な書類が郵送されます（医療意見書は同封しません。
指定医に依頼してください）。

▶問い合わせ　加須保健所☎ 0480―61―1216

小児慢性特定疾病医療費支給継続申請の
受付を開始します



2017.6 市報 ぎょうだ 1415

古代蓮の里
市民無料駐車券
本券一枚で
乗用車一台限り

※中型・大型自動車（バス）を除く

必ず切り取って係員に提出してください

… 有効期間 …
平成29年6月24日㈯から
平成29年8月 6 日㈰まで
（※7月9日㈰行田蓮まつりを除く）

… 有料時間 …
午前5時から午後2時まで

必ず切り取って係員に提出してください
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古代蓮の里
市民無料駐車券
本券一枚で
乗用車一台限り

※中型・大型自動車（バス）を除く

… 有効期間 …
平成29年6月24日㈯から
平成29年8月 6 日㈰まで
（※7月9日㈰行田蓮まつりを除く）

… 有料時間 …
午前5時から午後2時まで

古代蓮の里
駐車場有料期間中の市民
無料駐車券を配布します
　古代蓮の里駐車場有料期間中、
左の無料駐車券を切り取り料金所
係員へ提出してください。

▶有料期間　
　6 月 24 日㈯～ 8 月 6 日㈰
▶有料時間　午前 5 時～午後 2 時
▶駐車料金
　【普通自動車】1 台 500 円
　【中型・大型自動車 ( バス )】
　1 台 1,500 円
　※障害者手帳をお持ちの方や二
　　輪車で利用の方は無料
▶その他　
　期間中、臨時駐車場として小針
　クリーンセンター北側敷地を無
　料開放します。混雑時や行田蓮
　まつり当日などは、係員の指示
　に従ってください。
　※本券を紛失した場合は、都市
　　計画課で再発行します。
▶問い合わせ　
　都市計画課公園担当☎556-1111
　（内線 5604）

はつらつ教室に参加してみませんか

　行田名物！ながちか体操
　ストレッチ体操・筋力アップ体操・リズム体操・
口の体操の4つの動きで構成された行田オリジナル
の体操をしましょう。

　熱く楽しく♪カーレット
　カーレットとは、氷上のカーリングを室内で机の
高さでできるようアレンジしたものです。楽しく体
と脳を動かしましょう。

日　　時 場　　所

7月12日㈬午前10時 太田公民館

　「今は元気だから介護予防なんて必要ない」と思っていませんか。生き生きと楽しく暮らしていけるよう、
元気なときから予防しましょう。なお、はつらつ教室は平成30年2月まで各地域公民館などで開催しています。

日　　時 場　　所

6月20日㈫午前10時 忍・行田公民館

6月21日㈬午前10時 太田公民館

6月23日㈮午前10時 荒木公民館

6月28日㈬午前10時 南河原公民館

6月29日㈭午前9時30分 佐間公民館

6月29日㈭午後2時 北河原公民館

7月6日㈭午前10時 桜ヶ丘公民館

　シャキっと脳を鍛えよう！
　脳はたくさん使うと活性化されます。楽しみなが
ら認知症を予防しましょう。

　筋力アップのコツ伝授！
　転倒を予防するための筋肉を付け、バランス感覚
を養いましょう。

　これであなたも！健
けんこう

口マスター
　口をきれいに保つことで病気を防ぎ、健康長寿を
目指しましょう。

日　　時 場　　所

6月19日㈪午前10時 上埼玉集会所

7月12日㈬午前10時 南河原公民館

7月13日㈭午前10時 星河公民館

日　　時 場　　所

7月4日㈫午前10時 下忍公民館

7月5日㈬午前10時 南河原公民館

日　　時 場　　所

7月11日㈫午前10時 持田公民館▶対象　市内在住の65歳以上の方
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

　体への負担が少ない水中でのウオーキングや簡単な体操などを実
施します。気軽にご参加ください。
▶ 日時　7月5日～ 8月2日の毎週水曜日（全5回）午後3時20分開始
▶場所　市民プール
▶対象　市内在住の65歳以上で、医師から運動の制限を受けていない方
▶定員　20人
▶ 申し込み・問い合わせ　6月28日㈬までに直接高齢者福祉課地域
包括ケア担当（内線278）

アクアフィットネス教室

▶日時　6月21日㈬午後1時30分～ 3時
▶場所　南河原福祉の里おきな（馬見塚693）
▶ 内容　認知症に対する基本的な知識、認知症の方への適切な対応
方法、相談機関などを学ぶ
▶対象　市内在住・在勤の方
▶定員　20人（先着順）
▶受講料　無料
▶持ち物　筆記用具
▶ その他　受講終了後にはサポーターの証として、「オレンジリング」
と「埼玉県認知症サポーター証」を差し上げます。
▶ 申し込み　6月20日㈫までに直接または電話で地域包括支援セン
ター緑風苑☎557―3611
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

認知症サポーター養成講座を受講してみませんか

　高齢者が在宅で安心して暮らしていける
よう、介護の知識や技術のこつなどを学ぶ
教室を開催します。

▶ 日時　7月5日㈬午後2時～ 3時30分（午
後1時30分から受け付け）
▶場所　南河原公民館
▶ 内容　【いつまでも自分の足で歩けるよう
に!!つえ、歩行器の使い方】福祉用具専
門員によるつえ・歩行器の使い方の説明
や、介護予防運動指導員による転倒予防
体操の指導を行います。
▶  対象　現に介護している方、介護につい
て関心のある方
▶定員　20人
▶費用　無料
▶持ち物　筆記用具、飲み物
▶ その他　動きやすい服装でご参加くだ
さい。
▶ 申し込み・問い合わせ　7月3日㈪までに
地域包括支援センターまきば園☎550―
1777
▶ この記事に関する問い合わせ　高齢者福
祉課地域包括ケア担当（内線278）

介護者教室を開催します　麻薬、覚せい剤、大麻、危険ドラッグなどの薬物乱用は、個人の問題
にとどまらず、社会全体に計り知れない危害をもたらします。
　薬物乱用は自分の人生だけでなく、家族など周りの人たちの人生まで
も狂わせてしまいます。「ちょっとなら…」といった甘い考えは命取りで
す。絶対に手を出さないでください。
　また、薬物乱用のない社会を実現するためには、皆さんの薬物乱用防
止に対する理解が必要です。県では、薬物乱用防止を呼び掛ける街頭キャ
ンペーンおよび薬物乱用防止のために国連を支援する募金活動を中心と
した「彩の国さいたま『ダメ。ゼッタイ。』普及運動」を6月20日㈫から7
月19日㈬まで実施します。正しい知識を身に付け、薬物乱用を根絶しま
しょう。薬物で困っている方は加須保健所へご相談ください。

▶問い合わせ　加須保健所☎0480―61―1216　

薬物乱用防止を推進する「ダメ。ゼッタイ。」
普及運動を実施します

▶配布時期　6月30日㈮まで
▶配布場所　
　・市高齢者福祉課および行田市社会福祉協議会
　・県高齢者福祉課および県福祉事務所
　・埼玉県社会福祉協議会（彩の国すこやかプラザ）
▶その他　受験を希望する方は、試験案内を参照の上、申し込みください。
▶問い合わせ　埼玉県社会福祉協議会研修開発部ケアマネジャー業務課
　☎048―824―3111（試験専用）

平成29年度埼玉県介護支援専門員
実務研修受講試験の案内を配布します

公園でパワーアップ！
教室

▶ 日時　6月20日㈫・30日㈮（全2回）
午後2時～ 4時（午後1時30分から
受け付け）

▶ 集合場所　コミュニティセンターみ
ずしろ1階ギャラリー

▶ 内容　水城公園内の健康器具を活用
した運動や、室内でできるストレッ
チをすることで体力の維持・向上を
図ります。

　※ 雨天の場合は、コミュニティセン
ターみずしろ内で実施

▶ 講師　遠藤良江さん（健康運動指導士）
▶ 対象　市内在住で65歳以上の方（医
師の指示により運動制限などのない
方）

▶定員　20人（先着順）
▶  持ち物　飲み物、汗拭き用タオル、
動きやすい服装、運動靴

▶ 申し込み・問い合わせ　6月16日㈮
までに電話で高齢者福祉課地域包括
ケア担当（内線278）
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　市では、土地の利用や建物の建て方のルール、道路や
公園などのまちづくりに関する事項について市長からの
諮問を受け、調査および審議を行う機関として、行田市
都市計画審議会を設置し、都市計画の円滑な推進を図っ
ています。
　このたび、本審議会委員の任期満了に伴い、公募の市
民から選任される委員について、次のとおり募集します。

▶ 応募資格　満20歳以上で、本市に住民登録して1年以
上在住しており、平日昼間の会議に出席できる方。なお、
次に該当する方は応募できません。
　⑴ 応募日現在、本市の他の審議会などの委員になって
いる方

　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任期　委嘱した日から2年間
▶審議会の開催回数　市長の諮問に応じて開催
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
市の都市計画に関する考えなど（800字程度）を明記 
(様式自由)の上、6月22日㈭までに持参または郵送に
より提出してください。【持参・郵送】〒361―0052
行田市本丸2―20　行田市都市計画課
▶ 選考方法　書類選考の上決定し、結果は応募者全員に
通知します。
▶問い合わせ　同課計画担当(内線5605)

行田市都市計画審議会の委員を募集します

▶ 日時　7月8日㈯午後1時20分～ 4時
▶場所　「みらい」文化ホール
▶内容　
　【第1部】大会セレモニー
　 【第2部】石橋昭良さん（文教大学人間科学
部臨床心理学科教授）による講演、加瀬田聡
さん（パーカッション）・高島田薫さん（ボー
カル）・藤本暁子さん（ピアノ）による演奏

▶入場料　無料
▶ 主催　「社会を明るくする運動」行田地区推
進委員会
▶ その他　午前9時～正午に中央公民館第3
学習室（「みらい」内）で、保護司会・更生保
護女性会が犯罪や非行に関する相談を受け
付けます。
▶ 問い合わせ　
　福祉課トータル
　サポート推進担当
　（内線279）

第67回
　「社会を明るくする運動」
　　　　　行田地区大会

ホタル観賞会

▶ 日時　6月9日㈮～ 11日㈰午後7
時30分～ 8時30分
▶ 場所　古代蓮の里ホタルの川
▶ 内容　古代蓮の里ホタルの会の会
　 員が、ホタルの飛び交う様子など
を案内・解説します。また、午後
7時から古代蓮会館前の広場で琴
と尺八の演奏会を行います。
▶ 主催　古代蓮の里ホタルの会
▶ 注意
　・ ホタルは人工の光を嫌うため、
カメラや懐中電灯の光を向けな
いでください。

　・ホタルを捕らないでください。
　・足元に注意ください。
　・ 駐車場は、南側駐車場をご利用
ください。

▶ その他　観賞会以外の日でも、6
月末まで晴れた風のない日の午後
7時30分から8時30分ごろまで、
ホタルを見ることができます。
▶ 問い合わせ　都市計画課公園担当
（内線5604）

　読売新聞販売店で組織する埼玉県北部読売会（竹
内雅司会長）から市内小・中学校へ各校1台ずつ合
計24台の新聞閲覧台が寄贈されました。5月10日、
市内の読売新聞販売店3店（行田第一・行田西部・
新行田）立会いのもと、忍中学校で贈呈式が行われ
ました。新聞を読む環境が整ったことで子供たち
が活字に親しみ、知識の向上が図られることが期
待されます。

▶ 問い合わせ　教育総務課財務施設担当☎556―
8311

埼玉県北部読売会が
小・中学校へ新聞閲覧台を寄贈

　総合公園プール跡地にスポーツ活動やレクリエー
ションの場として整備を進めていた「総合公園第2
自由広場」の供用を開始しています。利用予約の申
請が無い日は、個人で自由にご利用いただけます。
ぜひ、ご利用ください。

▶ 面積　約13,545平方メートル（少年サッカーコー
ト2面分の広さ）

▶ 場所　東側駐車場の北
▶ 利用時間　午前9時～午後5時（日没により終了時
間が早まる時期あり）
▶ 利用料金　無料
▶ 利用種目　サッカー、ソフトボール、軟式野球（小
学生以下）、その他レクリエーション

▶ 問い合わせ　行田グリーンアリーナ☎553―3377

総合公園第2自由広場を
ご利用ください

完成した第2自由広場

　このたび、株式会社ファイブイズホームから南河
原中学校に卓球マシンや楽器などの備品が寄贈され
ました。これは、私募債の取扱銀行が、私募債を発
行する企業から受け取る手数料の一部を用いて、寄
付物品を購入し、同社が指定した学校に寄贈された
ことによるものです。
　4月25日、同社代表取締役細井保雄さんと埼玉
りそな銀行行田支店長新井弘美さんが同校を訪れ、
池野透校長に目録を手渡しました。細井社長は「母
校の生徒の皆さんの楽しく明るい中学校生活に役立
ててほしい」と話しました。
▶問い合わせ　同校☎557―0131

南河原中学校に卓球マシンや
楽器などの備品を寄贈

池野透校長（中央）に目録を手渡す細井保雄社長（右）と新井弘美支店長（左）

　食育活動を推進する優れた取り組みに対し、その
功績を称えるとともに、食育を広く周知していくこ
とを目的として、農林水産省が創設した食育活動表
彰。このたび、学校法人岸田学園行田幼稚園（岸田
昌久理事長）が第1回食育活動表彰で消費・安全局
長賞を受賞しました。
　同園では、平成19年に園内に「こども農園」を設
け、年少組は枝豆、年中組はとうもろこし、年長組
は稲を栽培しています。種まきから水やりや草取り、
収穫までを園児が行い、収穫した作物を調理して食
べるなど、さまざまな体験活動を通じて食を大切に
する心を育んでいます。
　岸田純子園長は「今まで子供たちの健やかな成長
のために試行錯誤をしながら取り組んできたことが
評価され、うれしいです。これからも工夫しながら
保育の中に生かしていけたらいいと思います」と受
賞の喜びを語ってくれました。
▶ 問い合わせ　同園☎554―5169

行田幼稚園が第1回食育活動表彰を受賞

田植えを行う年長組
の皆さん

とうもろこしの種まきを
行う年中組の皆さん

読売新聞販売店3店から寄贈された新聞閲覧台
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　市では、ものつくり大学、NPO法人子育てネット行田、NPO法人市民大学活動センターと連携して、子
どもの知的好奇心を刺激する学びの機会を提供することを目的とした「子ども大学ぎょうだ」を開校します。
大学教授の講義を受けたり、その道の専門家から教わったりす
るなど、ここでしか学ぶことができない内容となっています。
ぜひ、ご参加ください。

授業では次の3分野を学びます
•ものごとの原理やしくみを追求する「はてな学」
•地域を知り郷土を愛する心を育てる「ふるさと学」
•自分を見つめ人生や将来について考える「生き方学」

学習プログラム
日　　時 場　　所 内　　　　　容

7月8日㈯
午前8時30分～ 11時45分

ものつくり大学

入学式・角帽づくり
【はてな学】おもしろ映像をつくろう！
　　　　　～撮影と動画製作の技術を学ぶ～

7月22日㈯
午前9時15分～正午

【生き方学】科学遊びをしよう！

7月29日㈯
午前9時15分～ 11時45分

・商工センター
・足袋とくらしの博物館
・まちづくりミュージアム

【ふるさと学】 行田の足袋づくりの世界を体験
しよう！

　　　　　　～行田の足袋の今と昔を再現～
学園祭の準備

8月26日㈯
午前9時15分～ 11時45分

産業文化会館
学園祭の準備
～作って遊べるコーナーをみんなで準備～

9月23日㈯
午前9時15分～ 11時40分

ものつくり大学

【ふるさと学】 ポケットの中の小さなオーケス
トラ！！

　　　　　　～ハーモニカ演奏の世界を再現～
【はてな学】家の形・部屋の間取りを考えよう！
修了式

10月15日㈰
午前9時30分～午後3時

水城公園市民広場
学園祭
※ 10月15日に実施予定の「浮き城のまち行田
こどもまつり」で学園祭を行います。

▶対    象　市内の小学4年生～ 6年生
▶定    員　 50人（申し込み多数の場合は6月21日㈬午後2時から教育委員会2階2B会議室で公開抽選を

行います）
▶参 加 費　2,000円（保険料、教材費などを含む）
▶申し込み　 ひとつくり支援課で配布している申込書に必要事項を記入の上、6月5日㈪～ 19日㈪に持参、

郵送、FAXのいずれかの方法で提出してください。
　　　　　　【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 行田市教育委員会ひとつくり支援課
　　　　　　【FAX】556―0770
▶問い合わせ　子ども大学ぎょうだ実行委員会（ひとつくり支援課内）☎556―8319

子ども大学ぎょうだ参加者募集
分かることっておもしろい

昨年の昔遊びでのゴム飛行機とばしの様子
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　夏休みに親子で料理に挑戦し、
食べることの大切さについて学
びましょう。
▶ 日    時　 ７ 月22日 ㈯ 午 前

10時～午後1時
▶ 場    所　 VIVAぎょうだ調理

室
▶ 講    師　 行田市食生活改善

推進員
▶ 対    象　 市内の小学生とそ

の保護者
▶ 定    員　 30人（先着順）
▶ 参 加 費　 1人300円
▶ 持 ち 物　エプロン、スリッパ
または上履き、三角巾または
バンダナ
▶ 申し込み　6月9日㈮～ 7月7
日㈮に直接または電話でVIVA
ぎょうだ※月曜日は休館
　※ ひととき保育の申し込み（2

歳以上の未就学児）は7月7
日まで

▶ 問い合わせ　VIVAぎょうだ☎ 
556―9301

　市では、子育て中の親子が気軽に
来館でき、楽しく遊べる施設として
児童センターを開設しています。
　児童センターでは、年齢に応じた
おもちゃを用意している他、外テラ
スを設けすべり台の遊具を設置して
います。
　また、季節ごとのイベントも行っ
ていますので、ぜひ遊びに来てくだ
さい。

▶ 開室時間　午前10時～午後5時
30分

▶ 場    所　本丸5―10（コミュニ
ティセンターみずしろ3階）

▶ 対    象　18歳未満の児童（乳幼
児は保護者同伴）

▶ 休 館 日　
　・ 毎週水曜日および毎月第3日曜

日
　・祝日（こどもの日を除く）
　・年末年始
▶ そ の 他　団体で利用する場合は、
事前申し込みが必要です。

▶ 問い合わせ　同センター☎554―5706
または子ども未来課子ども未来担
当（内線262）

▶ 日    時　7月1日 ㈯ 午
前10時～ 11時30分

▶ 場    所　児童センター
遊戯室

▶ 内    容　本物の竹を使
い、七夕飾りを作ります。
ゲームも行います。

　※ 親子での参加も可
▶ 定    員　50人（先着順）
▶ 参 加 費　無料
▶ 申し込み　6月10日㈯か
ら直接または電話で同セ
ンター

▶ 問い合わせ　同センター☎
554―5706

酒巻14号墳発掘現場風景

児童センターをご利用ください 親子で作って
楽しく学ぼう！
食育ってなあに？

七夕かざりをつくろう
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税務職員（国家公務員）を
募集します

▶ 受験資格　
　① 平成29年4月1日において高等学校ま

たは中等教育学校を卒業した日の翌日
から起算して3年を経過していない者
および平成30年3月までに高等学校
または中等教育学校卒業見込みの者

　② 人事院が①に掲げる者に準ずると認め
る者

▶試験の程度　高等学校卒業程度
▶申し込み
　 【インターネット】6月19日㈪午前9時
から28日㈬までに国家公務員採用試験
申込専用アドレス(http://www.jinji-
shiken.go.jp/juken.html)から申請
　 【郵送または持参】第１次試験地を所轄
する国税局に問い合わせ
　※ インターネットで申し込みができない

場合に限ります。
▶試験日
　【第１次試験】9月3日㈰
　 【第2次試験】10月11日㈬～ 20日㈮の
いずれか指定する日時
▶問い合わせ　
　 【インターネット申し込みについて】人
事院人材局試験課☎03―3581―5311
（内線2333）（午前9時30分～午後5時）
　 【上記以外について】関東信越国税局人
事第二課試験係☎048―600―3111（内
線2097）（午前8時30分～午後5時）
※いずれも土・日曜日、祝日などの休日を除く

埼玉県内市町村職員採用合同説明会を開催します
　彩の国さいたま人づくり広域連合では、より多くの方に市町村職員
採用試験などを受験してもらうことを目的に「埼玉県内市町村職員採
用合同説明会」を開催します。
　市町村ごとに設置するブースで、市町村の特色や仕事の内容、職員
の募集内容、勤務条件など、気になる市町村の人事担当者から直接話
を聞くことができますので、気軽にお立ち寄りください。なお、本市
は専用ブースを設置する予定です。

▶日時　7月12日㈬午後1時～ 6時（入場は午後5時まで）
▶場所　さいたまスーパーアリーナ（さいたま市中央区新都心8）
▶入場料　無料
▶その他　予約不要、入退場自由
▶問い合わせ　 同広域連合人材開発部市町村職員担当☎048―664―6681

観光ＰＲラッピングトラックが走り出します
　市内事業者の大和輸送株式会社か
ら自社のトラックを活用した本市の
観光PRを行いたいとの申し出をいた
だき、このたび2台の「観光PRラッ
ピングトラック」が完成したことから、
5月10日に披露式を開催しました。
　トラックのデザインは、1台が古
代蓮の里や市内観光スポットの他さ
きたま火祭りなどの様子を描いたもの、もう1台が日本遺産認定を受
けた「足袋蔵のまち行田」をPRする内容を描いたものとなっています。
今後2台のトラックは、全国で走行するとのことですので、本市の魅
力を広く発信していただく機会になると期待しています。

▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線382）

全国で走行する予定の
観光PRラッピングトラック

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　6月5日は環境の日です。これは、1972年6月5日からストックホルムで
開催された「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。今、地球は二
酸化炭素などの温室効果ガスの放出により温暖化が進んでいます。地球温暖化
を抑制するには、化石燃料を中心としたエネルギーの無駄遣いを無くすことが
必要です。
　地球温暖化問題が叫ばれて久しいですが、日常生活を送っていて温暖化の影
響を感じることはあまり多くはありません。しかし、100年の間に気温・水温
ともに1度以上上昇しています。
　では、実際にどのくらい気温が高くなっているのかを見てみましょう。

真夏日（最高気温が30度以上）の日数（熊谷地方気象台発表）

　40年前と比較すると、真夏日の日数が大幅に増加しています。気温の上昇はゲリ
ラ豪雨の増加などの異常気象の原因といわれています。この機会に改めて環境のこ
とを考え、次の取り組みのうち、できることから始めてみましょう。

　取り組み①　 毎日の生活を見直しましょう
まずはここからやってみよう（難易度：易）

少しがんばってやってみよう（難易度：中）

チャレンジしてみよう（難易度：難）

1 9 7 6 年 ２９日

1 9 8 6 年 4 2 日

1 9 9 6 年 5 4 日

2 0 0 6 年 5 3 日

2 0 1 6 年 6 4 日

取り組み 二酸化炭素削減量(1カ月)

部屋を出る時は照明のスイッチを切る（1日1時間照明の点灯時間を短くした場合） 0.7キログラム

冷蔵庫の扉は開閉を少なくし、開けている時間を短くする 0.5キログラム

炎は鍋底からはみ出さないように調整する 0.5キログラム

シャワーの出しっ放しをやめて、小まめに止める 2.7キログラム

風呂の残り湯を洗濯で使う 0.5キログラム

取り組み 二酸化炭素削減量(1カ月)

1日1時間冷房運転時間を短くする　 1.7キログラム

冷蔵庫は外の気温に合わせ、小まめに設定温度を調節する 1.7キログラム

ヘアドライヤーの使用を短くする（1日5分短くした場合） 1.0キログラム

部屋を片付けてから掃除機をかける 0.2キログラム

野菜は旬のものを食べるようにする 3.3キログラム

取り組み 二酸化炭素削減量(1カ月)

エアコンのフィルターの目詰まりを月に１回掃除する 1.1キログラム

マイバッグを持参し、レジ袋をもらわないようにする 1.2キログラム

　取り組み②　 「4R 」を実践して、家庭でのゴミを減らしましょう
○Refuse（リフューズ）は、不要なものを買わないなど、ごみの発生自体を抑制することです。
○ Reduce（リデュース）は、使用済みになったものが、なるべくごみとし
て廃棄されることが少なくなるように、ものを製造・加工・販売するこ
とです。

○ Reuse（リユース）は、使用済みになっても、その中でもう一度使えるも
のはごみとして廃棄しないで再使用することです。

○ Recycle（リサイクル）は、再使用ができずにまたは再使用された後に廃
棄されたものでも、再生資源として再生利用することです。

リサイクル推奨店
　現在市では、空き缶やペットボトルなどの資源物を店頭回収している市
内大型スーパーを「行田市リサイクル推奨店」として認定しています。買い
物の際は、この認定ステッカーが貼られている認定店舗の店頭回収をご活
用ください。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530


